
 

4  先 進 施 設 の 紹 介  

4 . 1  小 山 広 域 ク リ ー ン セ ン タ ー    

      （ 栃 木 県 小 山 広 域 保 健 衛 生 組 合 ）  

【 視 察 日 】 平 成 １ ９ 年 １ ２ 月 ３ 日 （ 月 ）  

【 施 設 の 概 要 】  

施 設 の 種 類  汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー  

処 理 能 力  

 

 

１ ９ １ ｋ ｌ / 日  

（ し 尿 ４ ８ ｋ ｌ ／ 日 、 浄 化 槽 汚 泥 １ １ ５ ｋ ｌ ／ 日 、  

農 業 集 落 排 水 汚 泥 ２ ８ ｋ ｌ ／ 日 ）  

有 機 性 廃 棄 物  

 

生 ご み  １ ． ４ ｔ / 日  

（ 保 育 所 、 小 ・ 中 学 校 、 市 立 病 院 の 給 食 施 設 か ら 排 出 ）  

処 理 方 式  膜 分 離 高 負 荷 脱 窒 素 ＋ 高 速 堆 肥 化  

資 源 化 の 種 類  堆 肥 化  

総 事 業 費  ４ １ 億 ６ 千 ３ 百 万 円  

【 資 源 化 の 方 法 】  

 

 水 処 理 設 備 か ら 発 生 す る 脱 水 汚 泥 と 小 中 学 校 ・ 保 育 所 及 び 市 立 病 院 給 食

な ど か ら 出 る 生 ご み を 堆 肥 の 原 料 と し て い る 。 生 ご み は 各 市 町 の 委 託 業 者 が

専 用 バ ケ ツ で 搬 入 後 、 破 砕 さ れ 、 発 酵 不 適 物 を 選 別 除 去 し て い る 。  

 １ 日 あ た り 脱 水 汚 泥 を 約 ７ ト ン と 生 ご み 約 １ ． ４ ト ン を 一 次 発 酵 装 置 に よ り 好

気 性 条 件 下 で 、 約 １ ０ 日 間 発 酵 さ せ る 。 そ の 際 、 生 ご み は 脱 水 汚 泥 に 対 し ２

０ ％ を 限 度 と し て い る 。 一 次 発 酵 後 、 二 次 発 酵 装 置 で 好 気 性 条 件 に よ り 約 ３

０ 日 間 発 酵 さ せ 、 さ ら に 、 熟 成 庫

に て 約 ６ ０ 日 間 熟 成 さ せ る 。 熟 成

品 は 、 蒸 気 に よ る 間 接 加 熱 で 殺

菌 し 、 造 粒 機 で ペ レ ッ ト 状 に 加 工

す る 。 最 後 に 、 袋 詰 め さ れ て 製 品

と な る 。  

堆 肥 の 生 産 量 は 、 含 水 率 ４

０ ％ 以 下 で ２ ． ７ ｔ / 日 で あ る 。  

【 堆 肥 の 利 用 方 法 】

 再 生 し た 堆 肥 は 、 「 す く す く 君 」 と い う 愛 称 で 、 普 通 肥 料 （ 汚 泥 発 酵 肥 料 ） と

し て 登 録 し て お り 、 １ ５ ｋ ｇ 袋 入 り の 製 品 を １ 日 最 大 １ ８ ４ 袋 ( 月 量 ４ ， ０ ０ ０ 袋 ) 生

産 し て い る 。  

 配 布 方 法 は 、 構 成 市 町 の し 尿 等 の 搬 入 量 に 応 じ て 各 市 町 に 分 配 し 、 市 町

の 責 任 で 配 布 す る こ と に な っ て い る が 、 ク リ ー ン セ ン タ ー に 仮 置 き さ れ た 製 品

 



 

 

を 構 成 市 町 が 引 き 取 り に 来 る 形 を と っ て い る 。 各 市 町 は 、 市 民 を 対 象 に 予 約

制 で １ 人 あ た り ２ 袋 を 無 料 で 配 布 し て い る 。 現 在 ま で の と こ ろ 、 好 評 で 予 約 待

ち の 状 態 と な っ て い る 。  

 こ の 堆 肥 は 、 生 物 処 理 後 の 汚 泥 を 原 料 と

し て い る た め 衛 生 的 で あ り 、 病 原 菌 や 雑 草

種 子 が 死 滅 す る 温 度 で 十 分 に 発 酵 さ せ る

た め 安 全 で あ る 。 ま た 、 有 機 質 に 富 む た め 、

地 力 を 回 復 ・ 増 進 し 作 物 の 生 育 に 効 果 を

発 揮 す る 。 さ ら に 、 ペ レ ッ ト 状 に 加 工 さ れ た

堆 肥 は 、 肥 効 成 分 の 溶 出 が 緩 や か な た め 、

保 肥 力 に 優 れ て い る 。  

【 処 理 方 式 の 選 択 理 由 】  

 

・ 水 処 理 に つ い て  

 旧 施 設 は 建 設 以 来 ４ ０ 年 が 経 過 し 、 老 朽 化 し た 施 設 と な り 、 非 効 率 な 運 転

を し て い た 。 そ の た め 、 最 新 の 技 術 で あ る 膜 分 離 方 式 に 加 え 、 高 度 処 理 を 行

い 、 放 流 水 質 の 向 上 、 臭 気 対 策 な ど を 行 っ た も の で あ る 。 特 に 、 膜 分 離 装 置

の 導 入 に よ り 、 施 設 の コ ン パ ク ト 化 が 図 れ た 。  

・ 資 源 化 に つ い て  

 旧 施 設 は 、 汚 泥 の 焼 却 や 処 分 委 託 の 費 用 に 年 間 約 １ 億 円 か か っ て い た こ

と か ら 、 堆 肥 化 設 備 の 導 入 を 図 っ た 。  

【 維 持 管 理 】

・ 人 員 配 置  

 直 営 の 職 員 が 所 長 を 含 め ５ 名 お り 、 運 転 管 理 は 全 面 委 託 し て お り 、 １ １ 名 で

対 応 し て い る 。  

・ 維 持 管 理 費  

 年 間 約 ３ 億 ２ ０ ０ ０ 万 円  



 

 

 

【 課 題 等 】  

・ 特 記 事 項  

 （ １ ） 生 ご み の 受 入 に 対 し て は 、 異

物 や 硬 い も の が 混 入 さ れ な い

よ う 排 出 先 に 指 導 、 依 頼 を し て

い る 。  

 （ ２ ） 堆 肥 の 需 要 を 喚 起 す る た め 、

マ ス コ ミ や 各 市 町 の 広 報 紙 等

で 繰 り 返 し Ｐ Ｒ を 行 っ て い る 。 ま

た 、 施 設 見 学 会 の 開 催 や 各 種 イ ベ ン ト に お い て Ｐ Ｒ を 実 施 し て い る 。  

 （ ３ ） 堆 肥 は 毎 月 肥 効 成 分 の 分 析 を 行 い 、 製 品 に 表 示 を し て い る 。 ま た 、 有

害 成 分 や 重 金 属 の 混 入 に つ い て も 十 分 注 意 し 、 分 析 を 実 施 。  

 （ ４ ） 利 用 者 か ら の 問 合 せ が 多 い こ と か ら 、 セ ン タ ー の 敷 地 内 に 「 試 験 栽 培

畑 」 を 設 置 し 、 堆 肥 と 野 菜 の 生 育 関 係 に つ い て 情 報 提 供 し て い る 。  

・ 今 後 の 課 題  

 （ １ ） 堆 肥 の 生 産 コ ス ト が 当 初 見 込 み よ り 、 高 く な っ て い る た め 、 稼 働 率 を 上

げ る な ど コ ス ト 低 減 を 図 る 。 （ 堆 肥 の 有 料 化 も 検 討 ）  

 （ ２ ） 堆 肥 は 全 量 利 用 し て も ら う こ と が 優 先 す る が 、 有 料 化 の 検 討 を す る 。  

 （ ３ ） 公 共 下 水 道 の 普 及 に 伴 い 、 し 尿 の 減 少 が 見 込 ま れ て お り 、 肥 料 の 質 が

変 化 し な い か 懸 念 し て い る 。  

【 感 想 】

 一 般 的 に は 、 堆 肥 化 施 設 を 導 入 し て 堆 肥 を 生 産 し て も 需 要 が な く 、 や む を

得 ず 焼 却 処 分 や 埋 立 処 分 し た 話 を 聞 い て い る 。 し か し 、 当 施 設 で は 予 約 が

多 く て 順 番 待 ち に な る ほ ど 好 評 で あ る と の こ と 。 こ れ は 、 そ の 地 域 の 特 徴 が 関

係 し て い る 面 も あ る か と 思 わ れ る が 、 配 布 方 法 や Ｐ Ｒ に 努 力 し て い る 結 果 に よ

る と こ ろ が 大 き い と 考 え ら れ る 。 特 に 、 建 設 当 初 か ら 、 組 合 は 施 設 の 建 設 ・ 運

営 を 行 い 、 堆 肥 の 配 布 は 各 市 町 が 責 任 を 持 つ と い う 方 法 を と っ て い る こ と が

良 い 結 果 と な っ た 要 因 か も 知 れ な い 。  

 い づ れ に し て も 、 残 渣 と な る 汚 泥 が 全 量 有 効 活 用 さ れ て い る こ と は 、 今 後 の

し 尿 処 理 施 設 の 参 考 に な る と こ ろ で あ る 。  



 

4 . 2  新 潟 市 舞 平 清 掃 セ ン タ ー （ 新 潟 県 ）  

【 視 察 日 】 平 成 ２ ０ 年 １ 月 １ １ 日 （ 金 ）  

【 施 設 の 概 要 】  

施 設 の 種 類  汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー （ メ タ ン 発 酵 ・ 堆 肥 化 ）  

処 理 能 力  

 

し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥  １ ４ ９ k l / 日 、  

浸 出 水 ２ ０ ０ ㎥ / 日 、 生 ご み １ ． ８ t / 日  

有 機 性 廃 棄 物  生 ご み （ 事 業 系 含 む ）  

処 理 方 式  
膜 分 離 高 負 荷 脱 窒 素 処 理 方 式  

＋ 活 性 炭 吸 着 ・ 紫 外 線 滅 菌  

資 源 化 の 種 類  高 温 メ タ ン 発 酵 （ メ ビ ウ ス シ ス テ ム ） + 堆 肥 化    

総 事 業 費  ５ ３ 億 ５ 千 ５ 百 万 円  

【 新 潟 市 及 び し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 処 理 の 規 模 】  

 新 潟 市 は 、 平 成 １ ７ 年 ３ 月 に 新 津

市 、 白 根 市 な ど １ ３ 市 町 村 が 合 併 し 、

さ ら に １ ０ 月 に は 巻 町 と の 合 併 に よ

り 、 現 在 の 新 潟 市 と な っ た 。 そ の 結

果 、 面 積 7 2 万 k m 2 に 人 口 8 0 万

人 、 世 帯 数 3 0 万 （ 平 成 １ ９ 年 版 、

全 国 市 町 村 要 覧 、 市 町 村 自 治 研 究

会 編 集 ） と 新 潟 県 内 で 最 大 都 市 と な

っ た 。  

 今 回 見 学 し た 舞 平 清 掃 セ ン タ ー は 新 潟

市 内 に あ る ４ 箇 所 の し 尿 処 理 場 の 内 最 も 大

き な 施 設 で あ り 、 施 設 規 模 で は 新 潟 市 全 体 の 約 ３ 割 の し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 を 処

理 し て い る 。  

舞 平 清 掃 セ ン タ ー に て  

 

 新 潟 市 の し 尿 処 理 施 設 一 覧  

施 設 名 称  処 理 方 式  規 模  稼 働 年  

舞 平 清 掃 セ ン タ ー
膜 分 離 高 負 荷 脱 窒 素 処 理 ＋ 高 度 処 理

※汚泥再生：高温メタン発酵 

1 4 9 k L / 日 

※生ごみ 1.8t/日 
H 1 6 . 1

白 根 し 尿 処 理 場 撹拌遠心分離式高負荷処理＋高度処理 1 0 0 k L / 日 S 6 1 . 4

巻 し 尿 処 理 場 低 希 釈 二 段 活 性 汚 泥 処 理 ＋ 高 度 処 理 1 0 0 k L / 日 S 6 1 . 1

清 掃 セ ン タ ー

(阿賀北広域連合) 
膜 分 離 高 負 荷 脱 窒 素 処 理 ＋ 高 度 処 理  9 9 k L / 日 H 1 5 . 1

 



 

 

し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 発 生 量 の 予 測  

 

  し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 発 生 量 は 、 公 共 下 水 道 の 普 及 な ど に よ り 、 ゆ る や か に 減

少 し て い る 。 そ の た め 、 目 標 年 度 の 平 成 ２ ６ 年 度 に は し 尿 量 ・ 浄 化 槽 汚 泥 量

は 約 半 分 に 減 少 す る 予 測 で あ る 。 こ の こ と は 新 潟 市 だ け に 限 っ た こ と で は な

く 他 の 自 治 体 で も 同 様 な 状 況 に あ る 。  

 

一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 目 標 年 度 に お け る し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 の 発 生 量  

 

舞 平 清 掃 セ ン タ ー で の し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 の 処 理 量 は 、 平 成 １ ８ 年 度 実 績 で

年 間 ５ ４ ， ０ ０ ０ ｋ ｌ 、 1 日 に は 1 4 8 ｋ で あ る 。 平 成 １ ７ 年 度 と 平 成 １ ８ 年 度 の 違

い は あ る が 、 年 間 量 、 日 量 と も に ３ 割 程 度 を 占 め て い る 。  

し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 の 処 理 量 が 年 々 減 少 し て い く 中 で 建 設 規 模 の 設 定 あ る

い は 、 市 内 の 他 の 施 設 と の 連 携 利 用 の 中 で の 将 来 的 な 計 画 が 重 要 に な っ て

く る 。  

【 目 的 】  

  舞 平 清 掃 セ ン タ ー は 、 し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 と 生 ご み 等 の 有 機 性 廃 棄 物 を 併

せ て メ タ ン 発 酵 処 理 に よ り メ タ ン ガ ス や 発 酵 汚 泥 か ら は コ ン ポ ス ト （ 堆 肥 ） を 生



 

 

 

産 す る よ う 、 資 源 を 循 環 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 ま た 、 施 設 で は 主 に 次 の

３ つ の 点 で 環 境 面 に 配 慮 し て い る 。  

 ① 処 理 水 の 再 利 用 、 ② メ タ ン ガ ス の 利 用 、 ③ 生 ご み 処 理  

【 水 処 理 方 式 】

 膜 分 離 高 負 荷 脱 窒 素 処 理 と 高 度 処 理 に よ り 無 色 透 明 な き れ い で 安 全 な 処

理 水 と な り 、 一 部 は 施 設 内 で の 機 器 洗 浄 な ど に 活 用 さ れ る 他 は す べ て 放 流 さ

れ て い る 。  

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 膜 原 水 槽 の 模 型  

【 資 源 化 の 方 法 】

  し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 を 脱 水 し 、 生 ご み と 混 ぜ 合 わ せ た も の を メ タ ン 発 酵 槽 で

発 酵 さ せ る 。 発 生 し た ガ ス は 脱 硫 装 置 を 経 て メ タ ン ガ ス と し て 貯 留 さ れ る 。 こ

の メ タ ン ガ ス を 燃 料 と し て 蒸 気 ボ イ ラ ー を 稼 働 さ せ 、 沸 か し た お 湯 は 場 内 の

給 湯 や 付 属 休 憩 所 へ 送 ら れ る 。 付 属 休 憩 所 で は 大 人 １ ０ ０ 円 、 小 人 ５ ０ 円 と

い う 低 料 金 で 入 浴 が 楽 し め る 施 設 で あ る 。  

 メ タ ン 発 酵 後 の 消 化 汚 泥 は 脱 水 後 、 一 次 発 酵 ・ 二 次 発 酵 を 経 て 堆 肥 と な る 。   

他 の し 尿 処 理 施 設 を 視 察 し た と こ ろ 、 同 県 上 越 市 に 導 入 実 績 の あ る メ ビ ウ ス

シ ス テ ム が 安 定 し て い た こ と か ら 、 メ タ ン 発 酵 を 選 択 し た そ う で あ る 。  

【 メ タ ン 発 酵 に つ い て 】

 メ タ ン ガ ス の 発 生 量 は 、 生 ご み の 種 類 に よ っ て 変 化 す る よ う で あ る 。 食 品 工

場 な ど で 排 出 さ れ る 玉 ね ぎ の 皮 な ど よ り 、 ホ テ ル や 学 校 給 食 か ら 出 さ れ る 厨

雑 芥 の ほ う が 栄 養 分 が 多 く 、 メ タ ン ガ ス の 発 生 量 も 多 い よ う で あ る 。 こ ち ら の

施 設 で は メ タ ン ガ ス の 発 生 量 が 設 計 値 ２ ３ ０ ㎥ / 日 に 対 し て 、 多 い 時 は ３ １ ９

㎥ / 日 に な る と き も あ る 。 生 成 し た メ タ ン ガ ス だ け で は ボ イ ラ ー の 燃 料 と し て は

不 足 な の で 、 都 市 ガ ス で 不 足 分 を 補 っ て い る 。 気 温 の 高 い 夏 場 は 、 都 市 ガ ス

は あ ま り 使 用 し な い 。  



 

 

 

 し 尿 の 有 効 活 用 の 一 つ で あ る メ タ ン 発 酵 は 、 メ タ ン 発 酵 槽 に 生 ご み と し 尿

汚 泥 を 入 れ る こ と で メ タ ン ガ ス が 簡 単 に つ く り 出 さ れ て い る の か と 思 っ て い た

が 、 実 際 に は 容 易 で は な い 。 平 日 で あ れ ば 午 前 ９ 時 か ら 夕 方 ４ 時 ご ろ ま で は 、

都 市 ガ ス の ボ イ ラ ー を 焚 く 必 要 が あ る た め 費 用 は 、 人 件 費 を 除 く 維 持 管 理 費

と し て 年 間 ２ 億 ５ ， ３ ０ ０ 万 円 程 掛 か っ て い る 。 土 、 日 、 祝 日 は 運 転 さ れ て は い

な い が 、 メ タ ン 発 酵 か ら メ タ ン ガ ス を つ く り 出 す に は 高 額 な 費 用 を 掛 け て つ く

り 出 さ れ て い る 。 年 間 に ２ 億 ５ ， ３ ０ ０ 万 円 程 の 維 持 管 理 費 を 掛 け て ま で メ タ ン

発 酵 さ せ る こ と が 必 要 な の だ ろ う か と い う 疑 問 と 、 こ の 費 用 は 今 後 い つ ま で 継

続 的 に 払 い 続 け な け れ ば な ら な い の だ ろ う か 。 新 潟 市 に 限 ら ず ど こ の 自 治 体

も 財 政 的 に 苦 し い こ と は 同 じ だ と 思 う か ら で あ る 。     

【 堆 肥 に つ い て 】

 生 産 さ れ た 堆 肥 は 「 ま い ひ ら コ ン ポ 」 の 名 称 で 市 民 に 配 布 さ れ て い る 。 １ 日

の 生 産 量 は 約 ３ ５ 袋 （ １ ２ k g 入 り ） で あ る が 、 人 気 が 高 く 、 申 込 か ら 配 布 ま で ３ 、

４ か 月 待 ち と な っ て い る 。 「 ま い ひ ら コ ン ポ 」 は 肥 料 取 締 法 の 公 定 規 格 に 適 合

し 、 農 林 水 産 大 臣 よ り 登 録 証 も 受 理 し て い る 。  

（ 登 録 番 号  正 第 8 6 1 4 5 号 、 登 録 年 月 日 ： Ｈ 1 7 ． 5 ． 1 0 ）  

   〈 主 要 な 成 分 の 含 有 量 〉  

 窒 素 全 量  ４ ． ２ ％  

 り ん 酸 全 量  ４ ． ９ ％  

 加 里 全 量  ０ ． ５ ％ 未 満  

 炭 素 窒 素 比    ６   

  

 当 該 施 設 で は 建 設 前 の 近 隣 住 民 と の 協 定 に よ り 、 生 ご み の 搬 入 量 は 、 １ 日

に ご み 収 集 車 １ 台 分 と 決 め ら れ て い る 。 生 ご み 量 が 協 定 に よ り １ ． ８ ト ン / 日 と

決 め ら れ た た め 、 メ タ ン 発 酵 槽 の 大 き さ も 生 ご み の 量 １ ． ８ ト ン / 日 に 合 わ せ て

設 計 さ れ 、 １ 日 当 た り の つ く り 出 さ れ る 量 も 約 ３ ５ 袋 （ １ ２ ｋ ｇ 詰 ） と な っ て い る 。  

・ ７ ， ５ ２ ２  袋 / 年 （ 平 成 １ ９ 年 度 実 績 ）   

  

ま た 、 コ ン ポ ス ト は ど の よ う な 作 物 に 効 果 的 な の か と い う と 、 リ ン ・ 窒 素 が 多

い た め 果 物 や 葉 物 に 有 効 で あ る 。 利 用 者 か ら は 非 常 に 評 判 が 良 く 鶏 ふ ん と

同 様 の 効 果 が 期 待 で き る と 人 気 で あ り 、 家 庭 菜 園 な ど で 使 用 さ れ て い る 市 民

が 多 い た め 、 予 約 が 必 要 で あ り 、 １ 人 ５ 袋 ま で と 制 限 を し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

ま い ひ ら コ ン ポ １ 袋  コ ン ポ ス ト の ラ イ ン  



 

 

 

 

 

【 施 設 の 運 転 管 理 の 難 し さ 】

 施 設 の 運 転 管 理 に 最 も 手 間 が 掛 か っ た 点 は 生 ご み の 受 入 で あ る 。 運 転 当

初 は 生 ご み に さ ま ざ ま な 発 酵 不 適 物 （ ス プ ー ン 、 フ ォ ー ク 、 割 り 箸 、 布 、 貝 殻 、

卵 の 殻 、 牛 骨 な ど 破 砕 で き な い も の ） が 混 入 し 、 破 砕 機 が 止 ま る ト ラ ブ ル に 見

舞 わ れ た こ と だ 。 現 在 で は 、 受 入 る ご み （ 事 業 系 の 市 場 や 百 貨 店 な ど か ら ）

の 選 別 や 生 ご み の 利 用 と い う 意 識 の 向 上 か ら 問 題 は 発 生 し な く な っ た 。  

 ま た 、 当 該 施 設 が 最 新 で あ り 機 器 点 数 が 多 く 運 転 管 理 が 高 度 で あ る た め 、

維 持 補 修 費 が 嵩 む 。 現 在 維 持 ・ 運 転 管 理 に 職 員 １ ９ 人 、 臨 時 職 員 ２ 人 が 配 属

さ れ て い る た め 、 人 件 費 も 高 額 の 施 設 に な っ て い る 。  

【 施 設 で の 工 夫 点 】

 薬 品 の 受 入 ・ 貯 留 ・ 供 給 に お い て 、 施 設 内 の １ 箇 所 に 集 約 さ れ て い る こ と

で あ る 。 設 備 機 器 な ど の 狭 い 間 に 配 管 や 材 料 の 荷 揚 げ 用 の ス ペ ー ス を 確 保

し た 場 合 に は 、 フ レ コ ン バ ッ ク を 吊 上 げ た ま ま 移 動 用 の ク レ ー ン を 走 ら せ た り

し て 機 器 と 配 管 や 搬 入 ス ペ ー ス が 錯 綜 す る た め 、 使 い 勝 手 が 悪 い 。 ち な み に 、

こ の 施 設 で 使 用 さ れ て い る 薬 品 は 以 下 の 通 り ８ 種 類 の 液 体 で あ る 。  

 ① 調 質 剤 （ 有 機 系 ポ リ マ ー ）  

 ② 消 泡 剤  

 ③ 調 質 助 剤 （ ポ リ 鉄 ）  

 ④ 塩 化 第 二 鉄  

 ⑤ メ タ ノ ー ル  

 ⑥ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム （ Ｐ Ｈ 調 整 用 ・ 脱 臭 用 ・ 硝 化 用 ）  

 ⑦ 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム （ 消 毒 用 ・ 脱 臭 用 ）  

 ⑧ 硫 酸  

 ⑨ 凝 集 助 剤 （ 最 終 処 分 場 浸 出 水 処 理 ラ イ ン 用 ）  

 

配 管 を 集 約 し た 部 分  

 

 

 

 

 

 

 

【 住 民 説 明 】   

近 隣 住 民 に 施 設 の 説 明 を 行 い 合 意 を 得 る た め に ３ 年 か ら ５ 年 ぐ ら い は 要 し

た そ う だ 。 平 賀 地 区 、 舞 潟 地 区 に は そ れ ぞ れ 各 ５ 回 、 嘉 木 地 区 に は １ 回 の 説

明 会 を 開 催 し た 。 そ の 他 、 亀 田 郷 土 改 良 区 舞 平 分 区 、 信 濃 川 漁 協 、 鳥 屋 野

潟 漁 協 に も 説 明 会 を 開 催 し 理 解 を 求 め た 。 説 明 会 で 問 題 と さ れ た こ と は 、 ①



 

バ キ ュ ー ム カ ー が 近 隣 住 宅 街 を 走 る こ と と 、 ② し 尿 処 理 施 設 等 の 「 臭 い 」 に 関

し て の 事 柄 に 終 始 し た こ と で あ る 。  

舞 平 清 掃 セ ン タ ー は 現 在 の 建 物 を 建 替 え る 前 は 、 敷 地 の 反 対 側 に 旧 施 設

が あ り 、 そ の 施 設 の 隣 に 新 し い 施 設 を 建 設 し た 。 そ れ で も 近 隣 住 民 か ら の 合

意 を 得 る た め に は 大 変 多 く の 時 間 を 要 し た 。  

は じ め の 問 題 の バ キ ュ ー ム 車 は 、 し 尿 で 年 間 6 ， 3 9 8 台 （ 約 5 3 3 台 ／ 月 ） 、

浄 化 槽 汚 泥 で は 年 間 1 0 ， 9 6 4 （ 約 ９ １ ３ 台 ／ 月 ） （ 平 成 １ ９ 年 度 実 績 ） の 台 数

が 搬 入 し て く る 。 台 数 を 減 ら す こ と は で き な い た め 、 搬 入 経 路 を 定 め る こ と で

合 意 を 得 た 。 そ の 他 生 ご み に 関 し て は 1 日 1 台 と い う 協 定 が 自 治 体 と 住 民

の 間 で 結 ば れ た 。  

２ つ 目 の 「 臭 い 」 の 処 理 対 策 は 、 施 設 で は 臭 い の 発 生 す る 箇 所 か ら 局 所 的

に 脱 臭 し 、 施 設 全 体 を 臭 気 フ ァ ン に よ り 負 圧 に す る こ と で 、 施 設 か ら 外 へ 臭

い を 出 さ な い よ う に し て い る 。  

ま た 、 し 尿 の 汲 取 り は す べ て 民 間 業 者 に 委 託 し 、 浄 化 槽 に 関 し て は 許 可 業

者 に よ る 収 集 を 行 っ て い る 。   

【 施 設 工 事 金 額 】  

・  管 理 ・ 処 理 棟  ３ ８ 億 円  

・  汚 泥 再 生 棟  １ １ 億 円  

・  休 憩 所  １ 億 ７ ０ ０ ０ 万 円  

 合 計   ５ ０ 億 ７ ０ ０ ０ 万 円  

・  付 帯 設 備 （ 管 理 棟 ）   ２ 億 ２ ０ ０ ０ 万 円  

・  付 帯 設 備 （ 休 憩 所 ）   ３ ９ ０ ０ 万 円  

 合 計  ２ 億 ５ ９ ０ ０ 万 円  

          

※ 索 引  

（１） し 尿 ・ 汚 泥 処 理 施 設 一 覧  

   新 ・ 新 潟 市 一 般 廃 棄 物 （ 生 活 排 水 ） 処 理 基 本 計 画  平 成 １ ９ 年 ６ 月  

（２） し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 発 生 量 の 予 測  

   新 ・ 新 潟 市 一 般 廃 棄 物 （ 生 活 排 水 ） 処 理 基 本 計 画  平 成 １ ９ 年 ６ 月  

（３） 目 標 年 度 に お け る し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 の 発 生 量  

   新 ・ 新 潟 市 一 般 廃 棄 物 （ 生 活 排 水 ） 処 理 基 本 計 画  平 成 １ ９ 年 ６ 月  

（４） 液 中 膜 に よ る 固 液 分 離  

   舞 平 処 理 場 カ タ ロ グ （ 新 潟 地 区 広 域 清 掃 事 務 組 合 ）  

 



 

4 . 3  下 関 市 環 境 部 彦 島 工 場 （ 山 口 県 ）  

【 視 察 日 】 平 成 １ ９ 年 １ １ 月 ２ ６ 日 （ 月 ）  

【 施 設 の 概 要 】  

施 設 の 種 類  汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー  

処 理 能 力  １ ９ ８ ｋ ｌ / 日 ( し 尿  ４ １ k l / 日 ， 浄 化 槽 汚 泥  １ ５ ７ k l / 日 )  

有 機 性 廃 棄 物  農 業 集 落 排 水 施 設 汚 泥  

処 理 方 式  固 液 分 離 ＋ 希 釈 放 流  

資 源 化 の 種 類  助 燃 剤  

総 事 業 費  ２ ８ 億 １ 千 ４ 百 万 円  

【 資 源 化 の 方 法 】  

 

 余 剰 汚 泥 は 無 機 凝 集 剤 を 添 加 し

た 後 、 ス ク リ ュ ー プ レ ス に て 含 水 率 ７

０ ％ 以 下 ま で 脱 水 す る 。 造 粒 等 の 加

工 を 施 さ な い の で 、 形 の な い 土 状 の

助 燃 剤 で あ る 。 脱 水 後 の 汚 泥 は そ

の ま ま ア ー ム ロ ー ル 車 に て 奥 山 工

場 （ 下 関 市 の 焼 却 施 設 ） に 運 び 、 直

接 ピ ッ ト に 入 れ て 、 助 燃 剤 と し て 燃

焼 さ れ る 。  
ス ク リ ュ ー プ レ ス の 様 子  ス ク リ ュ ー プ レ ス の 様 子  

 脱 水 後 の 汚 泥 は 土 の よ う な 湿 り 気 で 、 さ ら さ ら

と し た 感 触 で あ っ た 。  

 な お 、 奥 山 工 場 は 灰 溶 融 施 設 を 併 設 し て い る こ と か ら 、 燃 焼 し て 灰 に な っ

た 助 燃 剤 は 溶 融 ス ラ グ と し て 利 用 さ れ る 。  

【 助 燃 剤 に つ い て 】

 施 設 の 稼 働 開 始 時 は 、 原 水 の 性 状 や 温 度 の 影 響 を 受 け 、 フ ロ ッ ク の 出 来 が

悪 く な り 、 脱 水 後 の 含 水 率 が ８ ５ ％ を 超 え る こ と が あ っ た よ う で あ る 。 こ の 状 態

の 汚 泥 は 泥 状 で 、 含 水 率 が 高 い と 臭 気 も 生 じ る こ と か ら 、 焼 却 施 設 で の 取 扱

い に 支 障 を き た す 恐 れ が あ っ た 。 こ の た め 、 含 水 率 が 下 が ら な い 場 合 に 助 燃

剤 に 混 ぜ る お が く ず を 大 量 に 買 い 置 き し て あ る が 、 現 在 は 運 転 管 理 が 安 定 し

お り 、 お が く ず を 使 用 す る 事 態 に は 至 っ て い な い そ う で あ る 。  

 助 燃 剤 を 焼 却 す る こ と で 、 焼 却 場 に て 使 用 す る 燃 料 の 削 減 に 役 立 っ て い る

か ど う か 、 数 値 的 な 実 績 は 現 在 の と こ ろ は っ き り し て い な い 。  

 

 



 

 

【 処 理 方 法 の 選 択 理 由 】  

 下 関 市 は 海 に 面 し て い た こ と か ら 、 こ れ ま で し 尿 処 理 は 陸 上 処 理 （ し 尿 処

理 施 設 に お け る 処 理 ） と 海 洋 投 入 の ２ つ の 方 法 で 処 理 し て き た 。 し か し 、 平

成 １ ９ 年 ２ 月 以 降 海 洋 投 入 が 全 面 禁 止 に な る こ と に 伴 い 、 し 尿 処 理 施 設 を 設

置 す る 必 要 が 生 じ た 。 下 水 道 の 普 及 に よ り 、 し 尿 処 理 量 は 年 々 減 少 し て い る

こ と か ら 、 建 設 費 ・ 維 持 費 の か か ら な い 処 理 シ ス テ ム を 選 択 す る こ と と な っ た 。  

水 処 理 に つ い て  

予 定 地 が 下 水 終 末 処 理 施 設 に 隣 接 し て お り 、 処 理 能 力 に 余 裕 が あ っ た こ と   

か ら 希 釈 放 流 を 選 択 し た 。  

（ 彦 島 終 末 処 理 場   

          処 理 能 力  2 0 , 0 0 0 m 3 / 日 に 対 し 、 処 理 実 績  1 0 , 0 0 0 m 3 / 日 ）  

資 源 化 に つ い て  

当 初 堆 肥 化 を 考 え て い た が 、 助 燃 剤 化 が 補 助 対 象 に な っ た こ と か ら 選 択 し た 。

設 置 に あ た り 、 同 種 の 施 設 を 視 察 す る も の だ が 、 助 燃 剤 を 生 成 し て い る 団 体

は 当 時 な か っ た 。  

（ 奥 山 工 場  ス ト ー カ 炉 ＋ 灰 溶 融  4 0 0 t / 日 に 対 し 、 処 理 実 績  2 8 0 t / 日 ）  

 

【 人 員 配 置 】   

施 設 の 運 転 管 理 7 名 、 搬 入 ・ 受 入 に 5 名 が つ い て い る 。  
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